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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和3年3月25日(2021.3.25)

【公開番号】特開2020-92005(P2020-92005A)
【公開日】令和2年6月11日(2020.6.11)
【年通号数】公開・登録公報2020-023
【出願番号】特願2018-228514(P2018-228514)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｊ  49/42     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ  43/24     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  27/62     (2021.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｊ   49/42     　　　　
   Ｈ０１Ｊ   43/24     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   27/62     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月10日(2021.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
試料中の成分のイオンを生成するイオン源と、
　前記イオン源により生成されたイオンを捕捉するイオントラップと、
　前記イオントラップから排出されるイオンを検出するイオン検出器と、
　前記イオン検出器に電圧を印加する電圧印加制御部とを備え、
　前記電圧印加制御部は、前記イオン源によるイオンの生成開始後に前記イオントラップ
から分析対象範囲外の質量電荷比を有するイオンが排出される期間における前記イオン検
出器のイオン検出能力が前記イオントラップから分析対象範囲内の質量電荷比を有するイ
オンが排出される期間における前記イオン検出器のイオン検出能力に比べて低くなるよう
に、前記イオン検出器に印加される電圧を変化させる、イオントラップ質量分析装置。
【請求項２】
前記イオン源によるイオンの生成開始後の第１のクーリング期間において前記イオントラ
ップ内のイオンのクーリングを行うクーリング部をさらに備え、
　前記電圧印加制御部は、前記第１のクーリング期間内でかつ前記分析対象範囲外の質量
電荷比を有するイオンが前記イオントラップから排出される期間後に前記イオン検出器の
イオン検出能力が上昇するように、前記イオン検出器に印加される電圧を変化させる、請
求項１記載のイオントラップ質量分析装置。
【請求項３】
前記第１のクーリング期間後の解離期間において前記イオントラップ内に捕捉されたプリ
カーサイオンを解離させるイオン解離部をさらに備え、
　前記クーリング部は、前記解離期間後の第２のクーリング期間において前記イオントラ
ップ内のイオンのクーリングを行い、
　前記電圧印加制御部は、前記分析対象範囲外の質量電荷比を有するイオンが前記イオン
トラップから排出される期間後でかつ前記第２のクーリング期間の終了までにおいて、前
記イオン検出器のイオン検出能力が上昇するように、前記イオン検出器に印加される電圧
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を変化させる、請求項２記載のイオントラップ質量分析装置。
【請求項４】
前記電圧印加制御部は、前記解離期間においてプリカーサイオンの選別および解離に伴っ
て発生するイオンが前記イオントラップから排出される期間後または前記第２のクーリン
グ期間において、前記イオン検出器のイオン検出能力が上昇するように、前記イオン検出
器に印加される電圧を変化させる、請求項３記載のイオントラップ質量分析装置。
【請求項５】
前記イオン検出器は、
　イオンを電荷に変換するダイノードと、
　前記ダイノードにより変換された電荷の量を検出する二次電子増倍管とを含み、
　前記電圧印加制御部は、前記分析対象範囲外の質量電荷比を有するイオンが前記イオン
トラップから排出される期間において前記ダイノードおよび前記二次電子増倍管に等しい
電圧を印加し、前記イオントラップから前記分析対象範囲内の質量電荷比を有するイオン
が排出される期間において前記ダイノードから前記二次電子増倍管に電子が移動するよう
に前記ダイノードおよび前記二次電子増倍管に異なる電圧を印加する、請求項１～４のい
ずれか一項に記載のイオントラップ質量分析装置。
【請求項６】
前記電圧印加制御部は、前記二次電子増倍管に一定の電圧を印加し、前記イオン検出器の
イオン検出能力を上昇させるためにダイノードに印加させる電圧を変化させる、請求項５
記載のイオントラップ質量分析装置。
【請求項７】
試料中の成分のイオンを生成するステップと、
　前記生成されたイオンをイオントラップにより捕捉するステップと、
　前記イオントラップから排出されるイオンをイオン検出器により検出するステップと、
　イオンの生成開始後に前記イオントラップから分析対象範囲外の質量電荷比を有するイ
オンが排出される期間における前記イオン検出器のイオン検出能力が前記イオントラップ
から分析対象範囲内の質量電荷比を有するイオンが排出される期間における前記イオン検
出器のイオン検出能力に比べて低くなるように、前記イオン検出器に印加される電圧を変
化させるステップとを含む、イオントラップ質量分析方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　この場合、プリカーサイオンの選別および解離に伴って発生されるイオンの検出による
イオン検出器の劣化を抑制することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　（５）イオン検出器は、イオンを電荷に変換するダイノードと、ダイノードにより変換
された電荷の量を検出する二次電子増倍管とを含み、電圧印加制御部は、分析対象範囲外
の質量電荷比を有するイオンがイオントラップから排出される期間においてダイノードお
よび二次電子増倍管に等しい電圧を印加し、イオントラップから分析対象範囲内の質量電
荷比を有するイオンが排出される期間においてダイノードから二次電子増倍管に電荷が移
動するようにダイノードおよび二次電子増倍管に異なる電圧を印加してもよい。
【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　時点ｔ１３～ｔ１４は、選別・解離期間である。選別・解離期間（ｔ１３～ｔ１４）に
おいては、捕捉電圧発生部２１によりリング電極１１に所定の電圧が印加される。それに
より、特定の質量電荷比を有する目的イオン以外のイオンが共鳴励起される。共鳴励起さ
れたイオンはイオントラップ１０から排出され、イオン検出器５０により検出される。こ
れにより、イオントラップ１０内には、目的イオンがプリカーサイオンとして選別されて
捕捉される。時点ｔ１３の後で、解離ガス供給部２０によりイオントラップ１０内に解離
ガスが供給される。イオントラップ１０内のプリカーサイオンが解離ガスに衝突すること
により複数のプロダクトイオンが生成する。選別・解離期間（ｔ１３～ｔ１４）において
は、プリカーサイオンの選別および解離に伴って発生するイオンがイオントラップ１０か
ら排出される。イオン検出器５０からの検出信号には、イオントラップ１０から排出され
るイオンに対応するピークｐｃが現れる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　時点ｔ１５～ｔ１６は、イオン排出・質量分離期間である。イオン排出・質量分離期間
（ｔ１５～ｔ１６）において、制御部６０は、捕捉電圧発生部２１によりリング電極１１
に印加される捕捉電圧の周波数および補助電圧発生部２２によりエンドキャップ電極１２
，１３に印加される高周波信号の周波数を変化させる。それにより、イオン排出口１７か
ら排出されるイオンの質量電荷比が順次変化する。このようにして、プロダクトイオンの
質量分離が行われる。イオン排出・質量分離期間（ｔ１５～ｔ１６）において、イオン検
出器５０からの検出信号には、分析対象範囲内の質量電荷比を有するプロダクトイオンに
対応するピークｐｋが現れる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　また、選別・解離期間（ｔ１３～ｔ１４）において、選別および解離に伴って発生する
イオンがイオン検出器５０によりほとんど検出されない。そのため、分析対象範囲外のイ
オンによるイオン検出器５０の劣化が抑制される。
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